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大学獣医学部に所属するグルック馬研究センターが、ロンドンのロイズ保険会社、ブ 
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時事解説

　「物事は変化すればするほど、それらの根本は同じであり続ける。」このエピグラムは、19 世紀中頃にフ

ランスの風刺雑誌である Le Figaro の編集長であった Alphonse Karr 氏により在職中に書かれた。その本

意は長年に亘って議論の対象であったが、国際的なウマの健康に関する報告に当てはめてみると、変化と不

変についての Karr 氏の考えは、Equine Disease Quarterly（EDQ）と完全に合致する。

　EDQ は、1992 年 10 月にケンタッキー大学獣医科学部とロンドンの保険大手であるロイズ、ロイズの地

方代理店との共同で刊行された。最初の時事解説によれば、EDQ の目的は、ウマの疾病に関する正確な情

報をケンタッキー州内、米国内、海外といった 3 段階のレベルで提供することであった。

　25 年間、100 号発刊という時を経て、技術の画期的な変化、世界的な景気後退、新たな疾病の出現や従

来の疾病による脅威にも関わらず、EDQ の当初の目的への貢献は、決して揺れ動くことはなかった。本誌は、

世界のウマ社会に対して正確で先入観のない主要な情報源であり、常にそうあり続けてきた。しかしながら、

この 25 年間は大きく変化してきたように見える。1992 年にはダウ・ジョーンズ工業株 30 種平均は 3,300

ドルであった。第 1 種郵便の送料は 29 セントであった。ノート型パソコンは 2,300 ドルであった（物価変

動を考慮すると 4,000 ドルに相当）。サラブレッドのリーディングサイアーはダンジグであった。

　EDQ の初版は 2,000 部が郵送された。現在では、14,000 部以上が 100 ヶ国の個人宛に郵送され、さら

に日本語に翻訳されている。多くの市販の著作権を持つ馬関連の出版物とは異なり、EDQ の記事は、正規

の承認により全て転載することができる。このような EDQ 情報の「二次的」転載には、獣医病院発行のニュー

スレター、馬産業界の出版物、馬情報ウェブサイトによる広範な発信などがある。1992 年の初版の国際情

報では、59 単語で馬インフルエンザ、伝染性子宮炎、腺疫、馬ヘルペスウイルス 1 型による流産の 4 疾病

が取り上げられた。2017 年 10 月号の国際情報には、24 疾病が取り上げられ 1 ページ全面が埋められた。

　この比類のない出版物に対して、継続的に資金援助をしていただいたロンドンロイズの関係者の皆様に、

心から感謝します。また、質の高い刊行物を熱心に作る編集者幹部、グラフィックデザイナー、ケンタッキー

大学のスタッフに感謝します。そして、馬産業のために無償で多くの時間と努力を費やし、複雑な概念やデー

タを 700 語かあるいはそれ以下の単語で有意義で実用的な情報に集約している記事の執筆者に対して、感

謝します。

　この四半世紀の間に、世界や馬産業では多くの変化が生じてきた。Equine Disease Quarterly は、誰で

も無償で印刷物あるいは e メールで入手できる。EDQ の全ての号は、ウェブサイト http://gluck.ca.uky.

edu/equinedisease-quarterly において入手でき、多くの疾病に関する長年に亘る情報源として役立つ。

　そして最後に、貴重なフィードバックや各々の解釈を提供してくださる読書の皆様に感謝します。

連絡先：Roberta M. Dwyer, DVM, MS, DACVPM

　　　　rmdwyer@uky.edu

　　　　（859） 218-1122

　　　　Department of Animal and Food Sciences

　　　　University of Kentucky, Lexington, KY
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国際情報

2017 年第 3 四半期

　イギリスのニューマーケットにある国際健康情報収集センターとその他の諸機関から以下の疾病の報告が

あった。

　デンマーク、フランス、ドイツ、南アフリカ、スイスならびに米国で腺疫の発生が報告された。確認され

た本症の発生件数は、デンマークで 1 件、フランスで 12 件、ドイツで 7 件、南アフリカで散発的な発生お

よびスイスで 2 件であった。米国では、腺疫は風土病とされている。少なくとも 13 州で 33 件の発生が確

認され、4 州の感染施設においては複数例が診断された。

　馬インフルエンザがイギリス（いずれも最近輸入されたアイリッシュドラフト種で 2 件）および米国（1 件）

で報告された。馬ヘルペスウイルス 1 型（EHV-1）による疾患が、ドイツ、南アフリカならびに米国で報

告された。

　米国では、EHV-1 による呼吸器感染症が複数の州で報告された。流産症例が南アフリカ（2 例および新

生子馬で 1 例死亡）および米国（4 施設で単発症例）で診断された。EHV-1 による神経疾患が、ドイツ（1

件で 4 例）および米国（バージニア州で 2 件。1 件は 2 例、もう 1 件は 4 例でそのうち 2 例は死亡あるい

は安楽殺）で確認された。EHV-4 による呼吸器疾患の発生が、フランス（9 件）、ドイツ（4 件）、南アフリ

カ（1 例）およびイギリス（2 件でそれぞれ 1 例）で報告された。

　調査期間中に、馬伝染性貧血（EIA）がカナダおよび米国で発生した。カナダでは、アルバータ州の 2 施

設ならびにマニトバ州の 5 施設で感染が診断された。感染例は合計 14 例で、このうち 12 例はイベント登

録前の事前検査で確認され、2 例は追跡検査中に明らかとなった。米国では EIA が、コロラド州（2 例）、

イリノイ州（1 例）、カンザス州（3 例）、ノースカロライナ州（1 例）、オクラホマ州（2 例）の 5 つの州で

発生した。

　馬ピロプラズマ病の発生が、フランス（風土病）、南アフリカ（5 州で感染を確認）、スイス（1 例）およ

び米国（複数の州で複数例、そのほとんどがクォータホース種の競走馬で、医原性伝播が確認されているか

疑われている）で報告された。

　馬伝染性子宮炎がドイツで報告された。5 施設において、アイスランド種 10 例で確認された。

　米国では、サルモネラ感染症の発生が報告され、そのうち血清型 B 群が 10 例、C3 群が 5 例だった。 

　米国のケンタッキー州では、ネオリケッチア症が 27 例診断された。

　Lawsonia intracellularis に起因する増殖性腸症がケンタッキー州の子馬数例に確認された。

　フランスでは、ロタウイルス感染症が 5 件確認され、そのほとんどが 1 例のみの発生だった。

　東部馬脳炎が米国で確認された。本症は 6 州 39 例で診断され、そのうち最も多く発生したのはウイスコ

ンシン州であった。

　ウエストナイル脳炎の発生が南アフリカおよび米国で報告された。米国では 15 州で合計 135 例が診断さ

れ、そのほとんどが 9 月に発生していた。

　狂犬病が米国のミネソタ州ならびにノースカロライナ州でそれぞれ 1 例確認された。

　ロドコッカスによる疾患は米国で風土病として報告され、調査期間中に 27 例が診断された。

　その他に、日本で子馬の破傷風、南アフリカで馬脳症、アイルランドで季節性の牧草摂取に関連した非定

型ミオパチー、スイスでエールリヒア症が 1 例ずつ確認された。
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筋骨格疾患やパフォーマンスにおける馬場表面の役割

　競技馬に予期せぬ競技結果や傷害が生じた際に、馬場表面は最も良く引き合いに出される要因の一つであ

る。馬場表面の重要性は誇張されやすいが、多くの他の危険因子とは異なり、馬場表面は同じ会場で競技す

る全てのウマに影響を及ぼす。疫学的調査により、ダート、芝、ワックス混合砂といった馬場の種類は、他

の要因を考慮しても、傷害に対し統計学的に有意に影響することが示されている。

　筋骨格疾患に馬場表面が及ぼす影響に関するメカニズムは確立されている。ウマの骨格は骨にかかる動的

負荷に適応している。過剰な構造を最小限にし、大きな負荷がかかる部位に充分に骨を供給するために、骨

吸収と骨形成が行われる。骨のリモデリングの過程で、トレーニングに適応する骨格が形成される。最適な

骨格形成には、ウマのトレーニング中に特定の運動負荷を行うことが必要である。トレーニングにおける負

荷の種類は、競技で予想される負荷と合致するべきである。しかしながら、トレーニングでは最大限のパ

フォーマンスを発揮することは望ましくないかもしれない。例えば、トレーニングでは走行距離は短く、飛

越の高さは低いかもしれない。ウマにかかる全体的な負荷の方向は、競技で予想されるものと一致するべき

であり、ウマの運動だけではなく、馬場表面の水平方向や垂直方向の負荷を支える様式にも影響される。

　負荷率と負荷強度はともに、骨のリモデリングや骨折リスクに大きな影響を持つ。馬場表面は、歩法のす

べての段階で適切な着地状態を提供するものでなくてはならない。その必要性を理解するために、襲歩時に

手前前肢に着地直後にかかる負荷をみてみよう。蹄の着地直後には負荷は小さいが、馬場表面における蹄の

衝突は速い速度で起こる。負荷あるいは馬場表面の硬さは、主に四肢の末梢骨に影響する。ウマの走行効率

を最大限にするように適応してきた小さな骨は、非常に損傷しやすい。続いて、ウマの動的荷重が肢に伝わ

り長骨に負荷がかかる。馬場表面のクッション性は、骨にかかる負荷率とより近位の肢骨に対するリスクを

減少させる。さらなる研究が必要だが、傷害のリスクを軽減しながら骨格の適切な形成を確かなものとする

ためには、トレーニングおよび競技時の馬場表面はともに最適なクッション性と硬さが必要であろう。クッ

ション性と硬さの 2 因子に加えて、馬術競技における馬場表面の反応を特徴付けるさらに 3 つの特性、反応

性、グリップ性および均一性、が考案されてきた。

　競技中のリスクを最小限にし、またトレーニング時に求められる骨の発達をサポートするためには、競技

馬のパフォーマンスや傷害に対する馬場表面の影響をより理解するためのさらなる研究が必要である。その

間にも、最新の知見は、競馬および馬術競技に関する白書において見直されてきた。例えば国際馬術連盟

（FEI）が策定を進めているような馬場表面に対する試験法と承認の改善策は、馬と騎乗者の双方を最も保護

する方法に関する最新の知見を実行する上で大いに期待出来る。他の多くの産業の努力と共に、馬場表面の

改善は、近年における競走馬における重度傷害の減少の一助となっている。これは、全ての馬術競技と競馬

産業を守るために必要不可欠な努力である。

連絡先：Michael “Mick” Peterson, PhD

　　　　mick.peterson@uky.edu

　　　　（207） 409-6872

　　　　University of Kentucky

　　　　Lexington, KY
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国内情報
 

ウマの神経疾患の診断法

　多くの疾患がウマの中枢神経系に影響を及ぼす可能性があるが、頚椎狭窄性脊髄症（CSM）、馬原虫性脊

髄脳炎（EPM）、馬変性性脊髄脳症（EDM）、馬ヘルペスウイルス 1 型脊髄脳症（EHM）の 4 疾患が最も

一般的である。原因にかかわらず、診断的評価は神経学的検査から始める。そうすることによって、解剖学

的に中枢神経系のどこに疾病の原因が存在するかが分かる。診断はさらに部位を限局した検査へ続く。

　CSM が強く疑われる場合には、頚部のレントゲン検査を行うべきである。CSM 罹患馬では、頚椎の奇形

による頚椎脊柱管の狭窄によって脊髄が圧迫される。頚椎の立位 X 線側面像により、しばしば骨の奇形や

おそらく脊柱管の狭窄が認められる。脊髄造影は重要な生前診断法であり、外科的処置に優先するべきであ

る。CSM は複数の原因が関与しており、主に若齢馬（3 ヶ月齢から 1 歳齢）に起こる。老齢馬では、CSM

は頚椎関節突起の骨関節炎に続発することが多い。

　EPM が疑われるウマの神経学的検査では、非対称性の運動失調が認められ、しばしば上位や下位運動ニュー

ロン徴候や筋萎縮を伴う。Sarcocystis neurona は EPM の最も一般的な原因であるが、Neospora hughesi 感染症

もまた類似した臨床症状を示す。S.neurona に関するいくつかの研究によると、オポッサムの生息州の馬の感

染率は 33 〜 53% である。N. hughesi に関する疫学データは少ないが、本原虫に対する感染率はより低いと

思われる。S. neurona 感染の危険因子には、年齢（5 歳未満と 14 歳以上）、季節（冬＜夏と春）、牧場での過

去の発生の有無、樹木の茂った場所の有無、牧場でのオポッサムの存在がある。野生動物が飼料にほとんど

あるいは全く接触する機会がない牧場や、敷地内に小川や川がある牧場における罹患率は低かった。EPM

の診断には未だ課題であるが、まず理学的検査および神経学的検査から始めるべきである。ついで血中およ

び CSF 中の病原体に対する抗体測定を行う。残念ながら EPM の確定診断は剖検によってのみなされる。 

　ウマの脊髄性運動失調でよく認められる 3 つ目の原因は、馬変性性脊髄脳症 （EDM）である。この疾病

はいくつかの品種に認められ、家族性素因があるとされる。EDM は固有感覚の伝達経路の酸化的傷害によっ

て起こるため、本疾患のマーカーとしてビタミン E の測定が用いられてきた。最近では、遺伝子マーカーが

本疾患に使用されており、遺伝子学的検査が有用であることが分かってきた。
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I N T E R N AT I O N A L

N AT I O N A L

The International Collating Centre, New-
market, United Kingdom, and other sources 

reported the following equine disease outbreaks.
 Denmark, France, Germany, South Africa, 
Switzerland, and the USA reported occurrences of 
strangles. The number of recorded outbreaks varied 
from one in Denmark, 12 in France, seven in Ger-
many, sporadic occurrences in South Africa, and 
two in Switzerland. The USA reported the disease 
as endemic. At least 33 outbreaks were confirmed 
in 13 states, with multiple cases diagnosed on af-
fected premises in four states. 
 Influenza was reported by the UK (two out-
breaks, both involving recently imported Irish 
Draft horses) and the USA (a single outbreak).
 Germany, South Africa, and the USA recorded 
equine herpesvirus 1 (EHV-1) related diseases. 
EHV-1 respiratory infections were reported in 
various states in the USA. Cases of abortion were 
diagnosed in South Africa (two cases and one death 
in a neonatal foal) and the USA (isolated cases on 
four premises). Neurologic disease due to EHV-1 
was recorded by Germany (one outbreak involv-
ing four horses) and the USA (two outbreaks in 
Virginia, one involving two cases and the other, 
four cases of the disease, two of which died or were 
euthanized).
 Respiratory disease associated with equine 
herpesvirus 4 infection was reported by France 
(nine outbreaks), Germany (four outbreaks), South 
Africa (single case), and the UK (two outbreaks, 
each involving a single case of the disease).
 Canada and the USA confirmed cases of equine 
infectious anemia during the period under review. 
In Canada, the infection was diagnosed on two 
premises in Alberta and five in Manitoba. The 
total number of infected horses was 14, of which 
12 were identified during pre-entry import testing 
for events and two represented follow-up testing. 

Diagnostic Approach to Equine Neurological Diseases

The Role of Footings in Musculoskeletal Disease and Performance

Third Quarter, 2017

The USA recorded EIA in five states: Colorado 
(two cases), Illinois (one case), Kansas (three cases), 
North Carolina (single case), and Oklahoma (two 
cases).
 Equine piroplasmosis was recorded by France 
(endemic), South Africa (infection confirmed in 
five provinces), Switzerland (single case), and the 
USA (multiple cases in several states with a vast 
majority in Quarter Horse racehorses; iatrogenic 
transmission confirmed or suspected). 
 Germany diagnosed contagious equine metritis 
in ten Icelandic horses located on five premises.
 The USA reported ten cases of Salmonellosis 
involving infection with serogroup B Salmonellae 
and five with serogroup C3 Salmonellae. 
 Multiple cases (27) of equine neorickettsiosis 
were diagnosed in Kentucky, USA. 
 Proliferative enteropathy due to Lawsonia 
intracellularis was confirmed in several foals in 
Kentucky.
 France recorded five outbreaks of rotavirus in-
fection, most involving single cases of the disease.
 Eastern equine encephalomyelitis was recorded 
in the USA. The disease was diagnosed in 39 horses 
in six states, the largest number in Wisconsin.
 South Africa and the USA reported cases of 
West Nile encephalitis. A total of 135 cases were 
diagnosed in 15 states in the USA, the majority 
during the month of September.
 Rabies was confirmed in the USA with single 
cases recorded in Minnesota and North Carolina.
 Rhodococcal related disease was reported as 
endemic in the USA with 27 cases diagnosed dur-
ing the period under review.
 A case of tetanus was recorded in a foal in Ja-
pan, equine encephalosis in South Africa, seasonal 
pasture associated atypical myopathy in Ireland, 
and ehrlichiosis in Switzerland.

 The mechanism responsible for the effect of 
surfaces on musculoskeletal disease is well estab-
lished. The skeleton of the horse adapts to the 
dynamic loading of the bone. To minimize excess 
structure and to provide sufficient bone in highly 
loaded regions, bone is absorbed and deposited. 
The remodeling process produces a skeleton that 
is adapted to the training of the horse. Build-
ing the optimal skeleton requires that the horse 
performs the specified task during training. The 
type of loading during training should match the 
expected loading during competition. However, 
the maximum performance may not be desirable 
during training; for example, the training distance 
may be shorter or the jumps lower. The overall 
loading directions should match that expected in 
competition and depends not only on activity but 
also on the manner in which the surface supports 
the horizontal and vertical loading by the horse.
 Both the load rate and the magnitude of load-
ing is critical to bone remodeling and the risk of 
fracture. Surfaces must also provide appropriate 
footing during all phases of the gait. Consider the 
initial loading on the leading foreleg of a horse at a 
gallop to illustrate the demands. During the initial 
impact of the hoof the loads are low, but the impact 
of the hoof on the surface occurs at a high speed. 
The loading, or firmness of the surface, primarily 
affects the peripheral bones in the leg. The smaller 
bones that have adapted to maximize the efficiency 
of the horse are quite susceptible to damage. Dur-
ing the secondary loading, the dynamic weight of 
the horse is transferred to the leg and long bones 
of the horse are then loaded. The cushioning 

of the surface reduces the rate of loading of the 
bones and the risk to the more proximal bones of 
the leg. While more research is needed, it is likely 
that both the training and competition surface 
should have optimal cushioning and firmness to 
ensure proper development of the skeleton while 
reducing the risk of injury. In addition to these two 
factors, cushioning and firmness, three additional 
characteristics have been developed to characterize 
the surface response for equestrian competitions, 
namely responsiveness, grip, and uniformity.
 To minimize risk during competition and to 
support required bone development in training, 
further research is needed to better understand the 
effects of surfaces on performance and injuries of 
the athletic horse. In the interim, the current state 
of knowledge has been reviewed in white papers for 
racing and equestrian sports. Improved processes 
for the testing and approval of surfaces such as 
those under development by the International 
Federation for Equestrian Sports (FEI) show great 
promise for implementing current knowledge 
in a way that best protects both horse and rider. 
Improvements in surfaces along with many other 
industry efforts have led to some of the recent 
reductions in catastrophic injuries in race horses, 
a critical effort for the protection of the racing 
industry as well as all equestrian sports. 

CONTACT:
Michael “Mick” Peterson, PhD
mick .peterson@uky .edu
(207) 409-6872
University of Kentucky
Lexington, KY

to surgical intervention. CSM occurs primarily in 
young horses (3 months to 1 year of age) where it 
is a multifactorial disease. In older horses, CSM 
is often secondary to osteoarthritis of vertebral 
articular process joints. 
 The neurologic exam for suspect EPM horses 
shows asymmetric ataxia, often with upper and 
lower motor neuron signs and muscle atrophy. 
Sarcocystis neurona is the most common cause of 
EPM, but Neospora hughesi infection can also cause 
similar clinical signs.Several studies of S. neurona 
demonstrate that horses residing in states with 
opossums have an exposure rate of 33% to 53%. 
The exposure rate for N. hughesi appears to be 
much lower, although less epidemiologic data is 
available for this organism. Risk factors for S. neu-
rona infection include age (< 5 and >13 years), time 
of year (summer and spring more than winter), 
whether previous cases had been recognized on the 
farm, presence of a wooded area, and presence of 
opossums on the farm. Prevalence of the disease 
was reduced on farms where wildlife had little or 
no access to feed and if a creek or river was on the 
premises. Diagnosis of EPM remains a challenge 
and should begin with physical and neurological 
examinations. This is followed by measurement of 
antibodies against the causative organisms in blood 
and CSF. Unfortunately, the only definitive test for 
EPM is a postmortem examination. 
 The third common cause of spinal ataxia in 
horses is equine degenerative myeloencephalopa-
thy (EDM). This condition has been recognized 
in several breeds and has a familial predisposition. 
EDM is caused by oxidative damage to propriocep-
tive relay tracts, thus measurement of vitamin E 
has been used as a marker for this condition. More 
recently a genetic marker has been associated with 
the disease and genetic testing has proved valuable. 

 Equine herpesvirus 1 myeloencephalopathy 
(EHM) is an infrequent but serious outcome of 
equine herpesvirus 1 infection. Although the vi-
rus has been recognized for a long time, a link to 
neurological disease was only made in the past fifty 
years. More recently, a point mutation in the virus 
has been identified that allows it to replicate rapidly 
and results in a higher frequency of neurologic dis-
ease. Damage to the nervous system develops near 
infected blood vessels, which results in “stroke-like” 
episodes. The disease usually follows an initial 
phase of viral replication in the respiratory tract 
and peripheral blood mononuclear cells. Viral 
replication also occurs in respiratory epithelium, 
gonadal cells, and tissues of the gestating fetus. 
Infection can result in fever, respiratory disease, 
weak foals, abortion, and neurological disease. 
Neurologic signs often include ascending paralysis 
with urine dribbling, loss of anal tone and control, 
poor tail tone, and pelvic limb weakness.Diagnosis 
of EHM is easier to establish when several horses 
on the same premises present with fever, followed 
by ataxia and urine dribbling and in some cases 
abortion. When spinal fluid is collected it often 
appears xanthochromic as a result of the vascular 
damage leading to increased protein but no in-
crease in cell count. Beyond this, diagnosis can 
be established by recognition of clinical signs and 
positive EHV-1 PCR results of a nasal swab and 
buffy coat. Confirmation of the disease is by virus 
isolation in cell culture.
 Recognition of specific clinical signs, anatomic 
localization of lesions, and utilization of diagnostic 
tests can help differentiate the common neurologic 
diseases. 

CONTACT:
Stephen M . Reed, DVM, Dip ACVIM
sreed@roodandriddle .com
(859) 233-0371
Rood and Riddle Equine Hospital
Lexington, KY

The surface is one of the most common factors 
cited when an unexpected performance or 

injury occurs with a performance horse. While the 
importance of surfaces can easily be overstated, un-
like many other risk factors, surfaces impact every 

horse which competes at a venue. Epidemiological 
research also shows that the type of surface—dirt, 
turf, or wax-coated sand—has a statistically sig-
nificant effect on injuries even when other factors 
are considered. 

Many diseases can affect the central nervous 
system of horses but four of the most 

common disorders are cervical vertebral stenotic 
myelopathy (CSM), equine protozoal myeloen-
cephalitis (EPM), equine degenerative myeloen-
cephalopathy (EDM), and equine herpesvirus 1 
myeloencephalopathy (EHM). 
 Regardless of the cause, diagnostic evaluation 
begins with a neurological examination, which 
provides anatomic localization of the problem 
within the central nervous system. Then the diag-

nostic investigation continues with more focused 
testing.
 If CSM is strongly suspected, radiographs of the 
neck should be taken. Narrowing of the cervical 
vertebral canal in combination with malformation 
of the cervical vertebrae results in compression of 
the spinal cord in CSM patients. Standing lateral 
radiographs of the cervical vertebrae often reveal 
bony malformations and probable narrowing of 
the vertebral canal. Myelography is an important 
antemortem diagnostic tool and is essential prior 

Traceability of Equine Microchips

For years, equine owners have been implant-
ing microchips into horses for unique and 

unalterable identification. While the safety and 
practicality of this practice is well-established, 
there is little information available about trace-
ability of microchips. Given the long lifespan of 
horses, the ability to trace microchips over many 
years is necessary. 

 Reasons to trace microchips are few, but vital 
when encountered. Regulatory officials use the 
microchip of a horse involved in a disease investi-
gation to trace back to additional exposed horses 
or premises. First responders to natural disasters 
have significant challenges in identifying owner-
ship of displaced horses. Individuals searching for 
a lost or stolen horse have a critical reliance on the 

　馬ヘルペスウイルス 1 型脊髄脳症（EHM）は稀であるが、馬ヘルペスウ

イルス 1 型感染症の重篤な結果として起こる。本ウイルスは古くから知られ

ているが、神経疾患との関連性について分かったのは、僅かこの 50 年のこ

とである。近年になりウイルスの 1 塩基変異が同定された。この変異により

迅速なウイルス複製が可能となり、神経疾患の発生率が高くなる。神経系の

損傷は、感染した血管の周囲で起こり、結果として脳卒中様症状を呈する。

本疾患は、通常、気道や末梢血単核細胞内でのウイルス増殖の初期段階に続

いて起こる。またウイルス複製は、呼吸器上皮、生殖細胞（訳注：胎盤や子

宮とするべきである）や妊娠中の胎子組織でも起こる。馬ヘルペスウイルス

1 型感染は、発熱、呼吸器疾患、虚弱な子馬、流産や神経疾患を引き起こす。

認められる神経症状は、尿失禁、肛門の緊張と調整の喪失、尾の脱力、後肢

の起立困難などを伴う上行性麻痺である。同一施設の複数のウマが発熱し、

続いて運動失調や尿失禁、複数頭の流産が認められる場合には、EHM の診

断は容易である。脊髄液を採取すると、黄色に見えることが多いが、これは

血管に傷害を受けた結果、血液中のタンパク質が漏出して増加したためで、

炎症細胞の増加は見られない。さらに臨床症状および鼻腔スワブやバフィー

コートを用いた PCR 検査による EHV-1 陽性結果によって診断される。確定

診断は、細胞培養によるウイルス分離による。

　特徴的な臨床症状、病変の解剖学的局在の理解と、診断検査法の利用は、

同様の症状を示す神経疾患の類症鑑別に役立つ。
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連絡先：Stephen M. Reed, DVM, Dip ACVIM

　　　　sreed@roodandriddle.com

　　　　（859） 233-0371

　　　　Rood and Riddle Equine Hospital

　　　　Lexington, KY

 

ウマのマイクロチップのトレーサビリティについて

　長年に亘って、ウマのオーナーは、個々のウマを特定する不変な個体識別のために、マイクロチップを埋

め込んでいる。本法の安全性と実用性は充分に確立されているが、一方、マイクロチップのトレーサビリティ

に関して入手できる情報はほとんどない。ウマの寿命は長いため、マイクロチップを長年に亘り追跡する性

能が必要とされる。

　マイクロチップを追跡する事由は少ないが、必要な場合には、必ず追跡できなければならない。取締官が

伝染性疾患を調査する際には、病原体に暴露されたウマあるいは施設まで遡って追跡するために、ウマに埋

め込まれたマイクロチップを利用する。自然災害時には、まず当事者には逃げ出したウマの所有者の特定と

いう重要な仕事がある。逃げたり盗まれたりしたウマを探している当事者には、マイクロチップのトレーサ

ビリティは頼みの綱である。ウマのレスキュー隊は、所有者不明のウマに遭遇した場合、個体のあらゆる不

変の特徴からウマの履歴を明らかにしようと努力する。

　マイクロチップを追跡するために、現在利用できる方法は限られている。ウマ個体の追跡は、マイクロチッ

プリーダーを用いてウマをスキャンし、マイクロチップ番号を読み取ることから始まる。では、その次は？

もしウマの特徴あるいは履歴が、生産者あるいは調教グループの手掛かりとなるのであれば、そこから着手

すればよい。どこから調査を始めればよいかはっきりわからない場合には、マイクロチップの製造業者に連

絡を取ると良い。マイクロチップ番号の上 3 桁は、製造業者あるいは国コードを示し、オンラインで調べる

ことができる。製造業者は、マイクロチップを卸した卸業者の連絡先情報を提供する。卸業者に連絡し、卸

した販売業者の情報を入手する。ウマとマイクロチップを繋ぐデータを持つ団体に当たるまで、連絡を取る

ことによってウマの情報を得ることができる。これには困難を伴う可能性がある。

　マイクロチップを追跡する試みは、いくつかの重大な課題を浮き彫りにしてきた。マイクロチップ関連の

記録の保持に関与し、責任を負うべき団体が複数存在する。記録の保持あるいは伝達のどの段階でも不具合

が生じると、永続的に手詰まりとなり、マイクロチップを基本的に役に立たないものにしてしまう。末端情

報が、品種登録や、馬とその個体照合に関する関連団体で保持されている場合に、個体照合は最も確実であ

る。製造業者への問い合わせにより、確実に販売業者の情報を得ることができるが、この方法は時間がかか

り、伝染病発生などの緊急時には実用的ではない。

　マイクロチップ製造業者のなかには、マイクロチップの記録の維持を販売業者に求めていない業者があり、

その場合、追跡がそこで終了することになる。最終的には、追跡過程を効率化するために、ウマのマイクロ

チップの公開ウェブ検索ツールが必要である。そのような検索ツールにより、迅速な個体照合および、主要

な団体（品種登録、調教グループ、登録システム）の連絡先が提供され、これらの団体は、個別のマイクロチッ

プ番号に関する情報を保有しているが、情報公開の個別請求への対応を除き、データのセキュリティーや機

密性を保持している。何よりも、単にウマにマイクロチップを埋め込むだけでは不十分であるということを、

馬産業は認識しなければならない。マイクロチップの本来の目的を果たすためには、データの維持およびト

レーサビリティの構築が必要とされる。

連絡先：Angela Pelzel-McCluskey, DVM, MS

　　　　Angela.M.Pelzel@aphis.usda.gov

　　　　（970） 494-7391

　　　　USDA-APHIS-Veterinary Services

　　　　Fort Collins, CO  
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ケンタッキー州情報

競馬における死亡事故を減らすために：我々は何を達成し、どこへ向かうのか？

　北米の平地競走における致命的な傷害の発生は、ジョッキークラブのウマ傷害データベースへの統一的な

傷害報告の開始時から 23% 減少した。死亡率の減少傾向は 2013 年から始まり、2015 年までに統計学的に

有意に減少した。この減少は、多くの安全対策の新たな取組みに表れているように競馬社会の考え方がその

ような方向に変化していることによると、我々は考えている。ケンタッキー州では、競走中の死亡率の減少

だけでなく、規制獣医師による体調不良での出走取り消しと競走後に体調不良を呈する馬の頭数の減少とし

ても、この変化は現れている。これらの調査結果は、競走馬全体の保健衛生が改善されてきた証拠である。

複数の安全対策が実施され事故記録の減少に貢献している。

例として以下のような項目が挙げられる。

●　蹄鉄におけるトラクションデバイス（訳注：歯鉄、鉄臍など）の規制

●　治療薬物の規制の変更

●　馬場表面の体系的で客観的なモニタリングおよび管理

●　「取消し請求」規定の施行

●　全米サラブレッド競馬協会の安全、公正に関する分科会による競馬場の公認

●　検死プログラムおよび死亡調査委員会

●　競馬の安全に携わる裁決委員の配置

●　北中米競馬委員会協会の獣医リストに関するモデルルールの採用

　死亡事故の発生率の減少は、観察されているという集団認識によって結果が改善されるというホーソン効

果によるものであると主張する者もいる。この考えはおそらく、競馬主催者の多岐にわたる様々な努力が競

技をより安全なものにしているという考えに比べて満足のいくものではない。しかし、結局、いずれにせよ

我々は後者の考えを受入れるだろう。競走中の死亡事故の 23% 減少は、数字だけの話ではない。今までで

あれば死亡していたかもしれない何百頭ものウマが死亡せずに済んでいる。

　重要なことは、競走中の死亡事故の発生は変えられないものではないということである。このことは励ま

しでもあり、警告でもある。良い方向への変化は可能であるという励ましや安全性を改善する努力は続ける

べきであり、また続けなければならない。さらにやるべきことがあり、整形外科疾患の発症初期のバイオマー

カー検索、現役中から引退後の長期にわたる健康をさらに保護するためのあらゆるレベルにおける方針決定

の改善、人馬の健康や安全を推奨するビジネスモデルの確立、競走馬に携わる全ての人々のための魅力的な

継続教育の考案が挙げられる。次に警告？も。変化は否定的に捉えることもできる。目標を達成したといっ

た油断は、ウマやその騎乗者、同様に競技全体を危険に晒してしまい、惰性と警戒の欠如の結果として競走

中の死亡事故の増加を許してしまうであろう。北米における競走中の死亡事故の発生は、世界中の他の地域

よりも上回り続けている。競走馬および騎乗者や繋駕競走の御者の健康、安全および福祉を保護することに

おいて、北米がリーダーとして胸を張って認められるまで、我々の取り組みは決して終わることはない。

連絡先：Mary Scollay, DVM 

　　　　mary.scollay@ky.gov 

　　　　（859） 246-2040 

　　　　Kentucky Horse Racing Commission 

　　　　Lexington, KY
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軽種馬防疫協議会
（http://keibokyo.com/）

日本中央競馬会、地方競馬全国協会、日本馬術連盟および日本

軽種馬協会を中心に構成され、軽種馬の自衛防疫を目的とする 

協議会です。

（昭和 47年 8月11日　設立）

議 長
事務局長

事 務 局

木所　康夫
小玉　剛資

〒 106‐8401　東京都港区六本木 6‐11‐1
日本中央競馬会　馬事部　防疫課内

e-mail　info@keibokyo.com
TEL 03‐5785‐7517・7518　FAX 03‐5785‐7526
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